
ラグビーワールドカップ2019公認チームキャンプ地整備事業について

平成31年9月に日本で開催されるラグビーワールドカッ
プ2019 大会において、公認チームキャンプ地として、世
界のトップチームを受け入れることにより、本市のスポーツ
振興及      対  市民意識 醸成 図  本市
の都市イメージを国内外に発信する。

１. 事業の目的

【平成30年度】予算要求額：12,420千円
・芝等の整備
・ゴールポストの設置
※上記に係る費用の2分の1 本市  補助金   交付
【平成31年度】
・仮設テントの設置等、会場設営 施設利用料

練習     （民間施設）

地域交流等 取組 対  特別交付税措置
（対象経費の一般財源合計額の2分の1）

特別交付税措置

【平成31年度】
・指定トレーニング機器の購入等

屋内練習場（市有施設）

     魅力 大会 価値 広 市民 周知し、
大会気運の醸成を図る。
【平成30年度】予算要求額：123千円
・啓発品の配布、PR映像の放映 など
【平成31年度】
・ラグビー体験ブースの設置、ラグビー教室の実施
 選手等 大会関係者  交流
・キャンプ滞在国の文化や歴史を紹介するイベントの
開催 など

気運醸成・PR 地域交流    

●国際スポーツタウンをめざす本市の都市イメージの国内
外へのPR（シティセールス）

●     通  国際交流 文化交流 活性化
●国際的なスポーツ大会の公認チームキャンプ地としての
実績

●東京2020大会への気運醸成
●本市におけるラグビーの振興
●国際大会     誘致 市民利用等 活用

組織委員会

２. 事業の概要

３. 事業の効果

５. スケジュール

＜参考＞前回大会（2015年ｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞ大会）    公認       地 実績
・1チームが1箇所のキャンプ地を使用した平均日数 約9.8日
（最長滞在日数 26日間、最短滞在日数 4日間）
・1箇所のキャンプ地におけるチーム受入最多数 3チーム
・1箇所     地    複数    最長滞在日数 27日間

1チームあたり、選手31名、
スタッフ15 20名程度

チーム

さいたま市

埼玉県

ラグビー関係団体

要望・指示補助金交付
連携

実施

活用

－ 連携－

（課題）
●    地決定前    整備 行    伴     
回避

●キャンプ地に決定しなかった場合の、用地・設備等の
活用方法

（解決策）
〇    地 決定 見据    段階的 整備   
ととし、平成30年度      大会後 活用   
ハード面の最小限の整備とする。

〇キャンプ地の決定にかかわらず、練習グラウンドを国際
大会     誘致 市民利用等 活用     

４. 課題と解決策

国際大会     誘致 市民利用等 活用

平成２９年度

12　　　　　　　　１ ２　　　　　　　　３

チームによる実地視察（1回目）
H29.12月～H30春頃まで順次実施

活用 活用

活用

宿泊施設

平成３０年度

２　　　　　　　　３４　　　　　　　　５ ６　　　　　　　　７ ８　　　　　　　　９ 10　　　　　　　　11 12　　　　　　　　１

練習グラウンドの芝の養生、生育管理等

チームによる実地視察（2回目）H30秋～H31春頃

・練習グラウンド
の芝等の整備

・ゴールポストの設置

既存のイベントを活用した気運醸成イベント・ＰＲを複数回実施

・公認チームキャンプ地決定（H30春以降順次）
・組織委員会との契約締結

平成３１年度

４　　　　　　　　５ ６　　　　　　　　７ ８　　　　　　　　９ 10　　　　　　　　11 12　　　　　　　　１ ２　　　　　　　　３

チーム受け入れ（大会期間中及びその前後）

※大会期間：9月20日～11月2日

・指定トレーニング機器の設置
・会場設営

・公認チームキャンプ地決定（H31春頃）
・組織委員会との契約締結

市内体育館へ

指定トレーニング機器を移設

既存のイベントを活用した気運醸成イベント・ＰＲ、地域交流イベントを実施


